














基本の順位は、 １：フロッピー → ２：CD・DVDド
ライブ → ３：ハードディスク ）。 
インストール 

























































































[ＩＰアドレス] [ネットマスク] を設定 ・・・・実習時はDHCPを選択 
固定アドレスにする場合は設定の [ゲートウェイ] [ＤＮＳ] などを入力 
[適用] をクリック 
12 
インストール 
＜タイムゾーン＞ 
タイムゾーンは迷わず 
[アジア/東京] 
を選択確認 
 
[次] をクリック 
13 
インストール 
＜rootパスワードの設
定＞ 
あらかじめ決めておい
た root パスワードを
２回入力。  
実習では library に設
定 
[次] をクリック 
14 
インストール 
上記のようなパスワードは基本、本番環境では
避ける方が望ましいが、実習環境だと、 
 
［とにかく使用する］ 
 
を選択して使うことも可能。 
15 
インストール 
＜インストールの確認画面＞ 
どのタイプのインストールを行うか、確認画面が
表示されるので、 
［すべての領域を使用する］ 
を選択、ラジオボタンにチェックを入れる 
 
［次］をクリック 
16 
インストール 
書き込み確認ウィンドウが表示されるので、大
丈夫な場合は、 
［変更をディスクに書き込む］ 
をクリックする。 
17 
インストール 
＜インストールパッケ
ージの選択＞ 
[Minimal Desktop] 
にチェックを入れる 
[今すぐカスタマイズ] 
にチェックを入れる 
18 
「次」 をクリックすると、インストール詳細が
表示される。 
インストール 
＜High availability＞ 
 
チェックを入れない 
 
［次］をクリック 
19 
インストール 
＜Load Balancer＞ 
 
チェックを入れない 
 
［次］をクリック 
20 
インストール 
＜Resilient srrage＞ 
 
チェックを入れない 
 
［次］をクリック 
21 
インストール 
＜Webサービス＞ 
 
チェックを入れない 
 
必要なサービスはあと
からインストールする 
 
［次］をクリック 
22 
インストール 
＜アプリケーション＞ 
［Emacs］にチェックを
入れる 
グラフィカルなエディ
タ、必要ではないが、
あった方が便利だっ
たりする。 
23 
 
［インターネットブラウザ］のチェックを確認 
［次］をクリック 
インストール 
＜サーバー＞ 
［サーバプラットフォー
ム］のチェックを確認 
 
［次］をクリック 
24 
インストール 
＜システム管理＞ 
 
チェックを入れない 
 
 
［次］をクリック 
25 
インストール 
＜デスクトップ＞ 
 
［グラフィカル管理ツール］ 
にチェックを入れる 
 
設定がGUIでいくらか行え
る 
［次］をクリック 
26 
インストール 
＜データベース＞ 
 
チェックを入れない 
 
後でインストールする 
 
［次］をクリック 
27 
インストール 
＜ベースシステム＞ 
 
デフォルトでいいが、
チェックを確認する 
 
 
［次］をクリック 
28 
インストール 
＜仮想化＞ 
 
仮想化は行わない 
チェックを入れない 
 
［次］をクリック 
29 
インストール 
＜言語＞ 
 
［日本語のサポート］ 
 
にチェックがあるか確認 
 
［次］をクリック 
30 
インストール 
＜開発＞ 
 
チェックを入れない 
 
 
［次］をクリックするとイ
ンストールが開始され
る 
31 
インストール 
※CDでインストールする場合は複数枚のCD指
示に従い入れ替える 
 
インストールが完了 
すると再起動を行う 
 
［再起動］をクリック 
32 
